
おわりに 

 

 本研究は、共生社会の形成に向けたインクルーシブ教育システム構築のために、幼稚園、

小・中学校の教師に対して、そして、今後の共生社会の担い手となる子どもたちに対して、

インクルーシブ教育システムの理念について理解啓発を行うための方策を検討し、提案す

ることを目指した。言うまでもなく、参画した 10 県市の教育委員会は、研究の開始から終

了までコロナ禍の中にあり、「研究どころではない」毎日であったはずである。にもかかわ

らず各県市の研究は中止されることなく進められ、本報告書にあるようにそれぞれの課題

解決につながる成果を得ることできた。これは、各県市教育委員会が、新型コロナ対策と

いう目の前の大きな課題への対応をすることだけに止まらず、共生社会の形成に向けたイ

ンクルーシブ教育システムの構築という 10 年後、20 年後の社会に向けた歩みを止めては

ならないという高い見識があったからに他ならない。また、各県市教育委員会の研究成果

は「コロナ禍であるからここまでしかできなかった」というものではなかった。むしろ、｢コ

ロナ禍にあってもここまでできた｣と言うべき内容であり、地域への強い発信力があるもの

であった。さらに、当該の地域だけではなく、全国の同様の課題を有する教育委員会の参

考になるものばかりであった。 

全国に 1,800 近くある都道府県や市区町村は、どれ１つ同じものはない。したがって、

他の自治体の好事例を、単純に模倣するだけではうまく機能しないのは言うまでもない。

その意味では、本研究の成果もそのままでは活用できないかもしれない。しかし、参画し

た教育委員会の課題設定の在り方、解決の過程、目指す教育の姿など、本研究を構成する

それぞれの研究から、各自治体にとって参考になることが多いと思われる。 

インクルーシブ教育システムが子ども一人一人に応じることを基本とするように、１つ

１つの自治体の実態や課題にあった取組が有るはずである。本研究の 10 県市の教育委員会

の取組を参考にしていただき、全国の自治体が、それぞれにあったインクルーシブ教育シ

ステムの構築に、引き続き取り組んでいただけることを期待しつつ、本研究成果報告書を

送り出したいと思う。 
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